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神奈川県産植物の2新変種， 1新品種について
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〔神奈川県立博物館〕

On the Two New Varieties and a New Form 

of the Plants from Kanagawa Prefecture 

Shiro KIGA w A 

はじめに

「神奈川県植物誌1988」の編集のために採集された 12万点に及ぶ証拠標本を調べることによ

って，新しい疑問が生まれ今後の課題となっているものも多い。しかし，かねて問題としていた

植物の疑問がこの機会に解明できたものも少くない。それらのうち筆者に関わるもので検討を

終えた3種類の植物を ここに新分類群として記載し，報告する。

Flora Kanagawa Association had persevered in collecting the specimens of the evi-

dence for editing “Flora Kanagawa 1988”during the past nine years, 1979 to 1987. As 

a member of the Association, I could participate in the research flora of Kanagawa. I 

discovered a few new taxa on process of the r巴sear℃h.The present pap巴rdeals with 

materials belonging to two new varieties and a new form which were collected from 

several locations. 

1. イケマ Cynanchumcaudatum (MrQ.) M11.x1M.の1新変種

イケマ C.caudatumは CynanchumL.カモメヅノレ属 （イケマ属〉の Sect.Endotroρis 

(ENDL・） ScHNEID・ に位置付けられ，ほとんど 日本の固有種と云ってよい。近縁の節にはS巴ct.Cy-

nanchumがあり 中国には数種があるが日本にはない。Sect.Endotropisにはやはり 中国に

数種があり，そのうち C.auriculαtumや C.officz・naleは C cαudatumに極めて近い

が前者は散房花序であり， 後者は苓内面基部に腺休を持ち， 副花冠が藍住とほぼ同じ高さであ

り，花冠は幅状であるなどの点で異なる。従って中国には C.caudatnmは分布しない。しか

し， 中国において類縁種の分化が著しく進んでいることから 日本に分布する C caudatumの

祖先が中国であることは確かであろう。 イケマの日本における分布は北海道，本州，四国，九

州に及んでいる。類似種にはコイケマ C.Wl・lfordiiがあるがイケマの種内の分化について知ら

れているものはない。

筆者は1960年から丹沢山塊のイケマについて観察する機会を持っているがその花冠の状況が

諸文献の記述すると ころと一致しないことに疑問を持ち続けてきた。疑問の一つは花冠及び副

花冠の色についてであり， 他の一つは花冠裂片の反転性についてである。花の色について多く

の文献は花冠を白とし， 副花冠を黄または淡黄としている。筆者は丹沢山塊産のイケマが花冠
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有色，副花冠白色であることからこのことに特に注意を払ってきたっ其の後，生品やスライド

で観祭し得た何れの地区のイケマも花冠有色，副花冠白色であった。l出梁標本では副花冠は強

く黄褐変するから生H寺の色はわからないが多数の生品， スライドの観察から生時のイケマの花

冠は淡黄緑色， 副花冠は白色である ことがわかった。多くの文献に記されている花冠を白と

し，副花冠を淡黄色とするのは誤記か誤認である。ただし，拙準的なイケマ C caudatumで

は後述するように花冠は開花時反転して苓のように見え， 別花冠が斜閲してその白さがめだつ

ものであるからイケマの花が白いという表現ならば誤まりではない。

イケマ C caudatumの花冠の反転性について多くの文献は花冠が花期に反転するとしてい

る。 しかし，筆者が丹沢山塊て、間然するすべての花のどのステージにおいても反転するものは

ない。各地の生品，スライド，楳本について検討したところイケマには花冠の反転性のある系

統と反転性のない系統の存在することが明かになった。この不反転型の分布圏は関東地方， 中

部地方の南部に限られている。 その分布状態から， この不反1j1よ型のイケマはフォッサ ・マグナ

要素の植物群の一員であることは確かであろう。不反転型の分布圏内からは反転型のイ ケマの

標本は得られていない。不反転型のイケマにも花冠がすぼんだように直立したま〉のものと斜

開するものがある， 丹沢産はすぼみ型で三ツ峠産は斜開型のようであるが同じ系統に属するも

のと考えられる。「日本の野生植物置」に載せてあるイケマの写真は不反転型の好例でw1i説文

に花冠裂片が反曲すると述べているのと矛盾するわけである。花が若くて反転しないのではな

く，反ijほしない系統なのである。

中国の近縁種の中でも S巴ct.Cynanchumの C.szechuanenseは反転型であるがこの節

の他の極は不反転型であり，Sect.Endotroρisの C.auriculatumは反転型であるが同じ

節の他の極は反転しなL、。 この反転と不反転の中間的形質の極知は存在しない。 日本のイケマ

について筆者が調べ得たものについては反転か不反転の何れかであって中間的なものはなかっ

た。文献によってはイケマの検索に「花冠がやや反rlliする」としているものがあるが 「やや」

の表現は混乱を招く。

さて， この不反転型のイケマと椋準的な反転型のイケマとは 花冠が反転しないとLづ 以外に

は決定的な識別府、を確認できない。 ただ傾向としては花が小さく花冠の長さは3.5mm以下であ

り，葉の基部の湾入が浅く開口部が広いものが多いということができる。標準的な反転型のイ

ケマの花冠は長さ3.5仰 を超え， 民の基部の両端が接近し，湾入部が閉鎖型になるものが多い

ものである。従って，反転型の標準的な イケ＇ C. caudatumでは花期に花冠が反転するとと

もに副花冠もやや糾問して散形花序の花団は白さがめだち， 民の基部の湾入は閉鎖傾向のもの

が多いのに対し， 不反転型のイケマでは花期のどの時期にも花冠が反転することはなく， 直立

または斜開したま与であるため白色の副花冠はめだたず， 葉の基部の湾入は開放傾向のものが

多い。

以上の考察から筆者が丹沢山塊で気付いた花冠不反転型のイケマはブオツサ・マグナ地域に

分化した未知の分類群であると判断した。

この分類群の位置づけについては花冠の反転性が分頒規準としてどの程度重視されるべきも

のかの見解によって意見がわかれるところである。反転型の松＇ii＼主的な イケマ C.caudatum は

中国の C.auriculatumに最も近いかと思われるが不反ijほとLづ形質を重視すればこの不反

転型の分知群はむしろ C officinale に近くなり，種のレ ベノレの問題になる。 しかし， 反 iji~性

以外の諸要素も含めて検討した結果この分類群はイケマの変種に位置づけるのが妥当と結論し

たので Cynanchumcaudatum (Mio.) MAXIM・ var. tanzawamontanum K1GAWAタンザ
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ワイケマと命名，記載することとした。

Cynanchum caudatum (Mio.) MAXIM・ var. tanza比・amontanumK1cAwA, var. nov. 

Proxinum Cynanchuo caudαto est, sed Jobi corollis non recurvatis ad florescentis 

differt. Liana p巴rennispachirhizoma. Caulis longus procurrens lactifer. Patiolus 3 

Gem longus. Folium cardiophyllum 5-15cm longum 4 lOcm latum glaberum est. Pedu-

nclus quam patiolus longior 6-12cm longus. Umbella myriantha pedicellata. Lobi co・

rollae arrectae vel ascendentes, flaventes vel viridescentes, internis pubuscentes. Pa-

racorolla quam columna altior, alba appendiculata. Folliculus 8-llcm longus. 

Norn. Jap. Tanzawα－ikemα 

Hab. Honshyu: Pref. Kanagawa, Mt. Tanzawa (S. Kigawa, Aug. 5. 1984-typus in Herb. 

Kanagawa Pref. Mus.), Mt. Usugatake CS. Kigawa, Aug. 2, 1960), Mt. Dokaku CS. Ki-

gawa, Jul. 25, 1965), Mt. Hirugatake CT. Katsuyama, Aug. 5, 1982), Mt. Tanzawa CH. 

Takahashi, Aug. 4, 1983), Mt. Togatake CT. Katsuyama, Jun. 20, 1982〕・Tokyo,Rachi-

oji shiroyama CK. Hisauchi, Jul. 15, 1934-TI）・Pref.Yamanashi, Fuji Subashiri CY. Ta-

teishi, Aug. 9, 1975 TI), Mt. Mitsutoge CY. Tateishi, Jul. 24, 1976-TI〕，LakeYamanaka 

CY. Tateishi, Jul. 25, 1976-TI〕， Fuji12-nin-take CT. Tsuyama, Jul. 14, 1934-TI), Abe-

toge CH. Okuyama, Jul. 22, 1939 TNS no. 88283, 88284), the foot of Mt. Fuji Kurozuka 

CH. Muramatsu, Aug. 13, 1927-TI)・Pref.Nagano, Mt. Komagatake CH. Mur百 natsu,
Jul. 20. 1924 TI), Minamisaku-gun Nobeyama〔Y.Tateishi, Jul. 31, 1972-TI), Shimoin-

agun Ohoshika-mura CL Hurusawa, Jul. 23, 1947-TI)・Pref.Shizuoka, Hijiridake CT. Ya-
mazaki Aug. 6, 1954-TI）・Pref.Gunma, Tano-gun Ueno-mura CT. Yamazaki, Aug. 4, 

1953-TI). 

This new variety is characteristic in its corolla that never turn over. Generally the 

Fig. 1. C. caudatum var. tanza卸•amonta托um タンザワイケマ ： distribution in Japan. 
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団駅
A3 

Fig. 2. A 〔15〕：C.caudatum var. tanzawamontanumタンザワイケ＜.B (2, 4-6) : C. caudatum var. 

caudatumイケマ.1, flowering plant; 2, flower in full bloom; 3, paracorolla and gynostegium; 4-6, 

leaves (A4 Mt. Tanzawa, A5 Tanzawa Usugatake, B4 Nagano Azusayama, B5 Hokkaido Teshikaga, 

B6 Nigata Myoko). 
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Al 

Fig. 3. A (1 2) . C目 caudatumvar. tanzawamontanumタンザワイケマ B (1 -2) : C. caudatum var. 

caudatuinイケマ.1, flowering plant; 2, part of inflorescence. 
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flower is smaller and the mouth of the bay on the base of the leaf is broader. The 

distribution of this variety is limited to the southern rang巴ofKanto and Chubu dis 

trict. so that, it can be considered that this variety is a member of Fossa Magna 

element plants. 

註：天城山や箱線山のイケマの標本を見る機会を持ち得なかったので分布図に dotを打っていない。静
岡県植物誌（杉本〕では天城山等に分布するイケ？について「花冠片は少しそる」 と記されている。この
表現からもこのイケマが反転型ではないことを 示している。恐らくタンザワイケマに違いなL、。 今回，
「神奈川県植物誌1988」の調査では箱根でイケマを確認することができなかったが箱根植物目録（松浦〕
ではイケマを挙げている。両地域と も分布個体数は少ないもののようであるがタンザワイケ？の分布圏でb

あることは確実であろう。

2. オオハウマノスズクサ Aristolochiakaemρ>feri W1LLD・ の1新変種

オオパウマノスズグサ A.kaemρ1/eriは関東以西に普通に分布するが筆者はかねてからオ

オバウマノ スズクサの若に株の葉形の多形なことに注目していた。オオノtウマノスズクサは若

L、株と成熟株とでは別種かと思うほどに葉形が変る。 若い株では葉は細長くて基部両側は広が

るものが多く， 成熟株では円心形となるのが普通である。しかし，丹沢山塊周辺では若い株の

葉の基部両側の広がりが円形の裂片を形成するものが多いことに気がついた。 このことについ

て神奈川県内各地から集められた 標本を調べた結果，若い株の葉で裂片を形成するのは1点の

例外を除いてすべて丹沢山塊周辺 （陣馬山系も含む〕産であり， それらはすべて葉裏中肋の毛

が開出していること を知った。側裂片を形成しない標準的なオオパウマノスズクサはすべて例

外な く葉裏中肋の毛は斜上するものである。従って， この葉に側裂片を形成する傾向の強L、も

のはオオバウ7 ノスズクサ A.kaemρJeriとは異なる分類群で， その葉形がホソパウマノス

ズクサに酷似するところからこれをホ ソパウマノスズクサ A.onoeiと誤認し，「神奈川県植

物誌1988」にはそのように記述した。しかし，その後， この系統の花部の観察の結果，誤認で

あることが明確になったので同植物誌の補遺でその訂正を行った。なお， ホソパウマノスズク

サの葉裏の毛は斜上型である点についても筆者は認識不足であった。

オオパウマ ノスズクサ類では花期の標本があっても脂葉では花の形態や模様の確認ができな

し、場合も多いので標本による調査には困難を伴う。 しかし，多くの標本を検する と葉の基部両

翼に裂片を形成する傾向の？郎、系統と殆んど 裂片を形成しない系統があることは明らかであ

り，さらに，葉裏主脈の毛が糾上する系統と開出する系統があることも明らかになった。 それ

ぞれが分類群としての特徴形質であると考察される。若い＊＊でも葉の基部両翼に裂片を形成す

る傾向は極めて弱く，葉裏主脈の毛は斜上するものが最も普通に広く分布する。 この系統がオ

オバウマノスズクサ A.kaemρ1/eriの標準型である。これに対し葉の基部両翼に裂片を形成

する傾向が極めて強く ，葉裏の毛は斜上するものが関西以西に分布する。 ホソパウマノスズク

サ A.onoeiはこの形質型に属する。これらに対し，葉の基部両翼に裂片を形成する傾向が強

く， 葉裏の毛の開出する ものがあ り， これが丹沢山塊周辺で筆者が気付L、た系統であってその

分布は筑波山を東限として関東南部， 中部地方南部の内陸帯に限られる。臨海地帯の清澄山，

三浦半島，箱根111, 伊豆半島には分布しないとしづ特異な分布型を持っている。分布圏の接点

には稀に毛の斜上， 開出が不明瞭な個体を見ることがあるが これは両系統の交雑品で、あろうと

扱定される。 このような特例を除けばこの系統の毛の開出は葉裏主脈に限らず葉身の表裏何れ

の部分の毛でもその傾向が明らかなので類似品との識別は葉の断片だけでも可能なほどに判り

やすいものである。
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花部について丹沢山塊鍋割山産の開出毛型をその近地点の栗ノ木洞産の斜上毛型と比較する

と次のような特徴が見られた。①．苓の舷部の虎斑1州議の条線が黒褐色で条線の縁がやや不鮮

明となり，舷部全体が黒ずんで見える傾向がある。②．琴筒上部内壁の豹紋模様は粧l犬てボあり，

￥筒下半部内壁には条線を欠く 。

以上の 考奈の結果，筆者が丹沢山塊で気付いた 葉の基部両翼に側裂片を形成する傾向が強

く， 葉身の毛が聞出するこの系統は未知の分類群であると判断した。

この分類群はオオバウマ ノスズクサ A.kaemρ•feη・ の変種として位置付けるのが妥当であ

ると思われるので Aristolochia lwemρferi WrLLD目 var.tanzαωαna K1cAWAタンザワウ

マノ スズクサと命名，記載することにした。

Aristolochz・G kaemρferi WrLLD・var.tanzαwana KrcAwA var. nov. 

Haec planta Aristolochiae lwemρ1ero valde affinis est, sed a Aristolochiae kae-

mρ•I ero foliis saepe trilobatis et laminaribus trichomatibus arr巴ctisfacile distinguitur. 

Liana sublignosa 2 3m alta. Folia individualia adulta vulgo cardiophylla interdum tri-

lobata 8-12cm longa 5 lQcm lata ea individualia juvenalia plerumque trilobata angusta-

ovata vel lanceata. Limbus calycinus tigrinus nigricans est. Superne intinium tubi 

calycinus maculae majores est et subtus intinium tubi calycinus nullus lineraris ma-

cula est. 

Norn. Jap. Tanzawa-umanosuzukusa 

Hab. Honsyu. Pref. Kanagawa, Mt. Nabewari (S. Kigawa, Jun. 11. 1988-typus in Herb. 

Kanagawa Pref. Mus.), Mt. Shindainichi (S. Kigawa, S巴p.14, 1988), Mt. Hinokibora 

(T. Katsuyama, Oct. 24, 1982), Mt. Him巴tsugi(T. Katsuyama, Jun. 12, 1988), Myojin-

toge (T. Katsuyama, Aug. 26, 1988), Ameyamatoge (S. Mori, Jun. 19, 1982), Fujino-

machi shinohara (H. Takahashi, Jun. 17, 1984), Mt. Tanzawa (H. Takahashi, Aug. 24, 

1982), lnukoeji〔K.Nishiwo, Jun. 14, 1964 KPM, no. 3188 3190）・Pref.Ibaragi, Mt. 

Tsukuba (K. Numajiri, May.お， 1935-TNS,no. 51971), Mt. Tsukuba (M. Honda, May. 

4, 1924-TI), Mt. Tsukuba (J. Matsumura May目 31.1892-TI）・Pref.Yamanashi, Lake 

Motosu (H. Kanai, Jun. L 1958 TI), Mt. Goshotai (H. Kanai, Jun. 4, 1956 TI), Shics3 

(H. Okuyama, May目 5,1971-TNS no. 288518), Mt. Yakuwo (T. Ohkawa, May. 23, 1971-

TNS no. 430880）・ Pref.Shizuoka, Mt. Kenashi (H. Kanai, May. 18, 1958 TI〕，Mt.Akiba 

(H. Hara, May. 21. 1979 TI), Hikisa-gun Okuyama mura (D. Shimizu, Aug. 24, 1930-

TI). 

This new variety is distinguished from the elementary species by th巴 auriculate

leaves of immat山・estage and patented hairs grown on the under surface of the leaves. 

The other character of this new variety are as followings・ 1. The tiger brindle of the 

calycate limb are nigrescent. 2. The leopard brindle of the upper inside calycate tub巴

are gross. 3. The under inside of calycate tube have no lineal brindle. The mode of 

distributon of this variety is very characteristic. That is limited to the southern range 

of Kanto and Chubu district with the exception of the Pacific coast. So that, this va-

riety is not grow in Boso, Miura, Izu peninsulas and Sagami plain. 
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Fig. 4. A 〔1-6〕：A.kαempferi var. tanzawanaタンザワウマノスズクサ B〔1-4〕：A.lwempferi var. 

kae1npferiオオノ〈ウマノスズクサ． l, flower; 2, inside of the calycate tube; 3, hairs on the main 

vein of under surfac巴 ofthe lamina; 4, leaves of the immature plant; 5-6, leaves of the adult 

plant. 
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Fig. 5. A. kaeinpferi var. tanzawanaタンザワウマノ スズクサ 1, immatur巴 plant;2, flowering plant; 

3, plant with immatur巴 fruit;4, plant with bursted fruit. 

19 
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Fig. 6. Part of under surface of the lamina, enlarged. l, A. kaeinpferi var. tanza叩anaタンザワウ

マノスズクサ， 2,A. kaem1うiferivar. kaempferiオオノミウマノスズクサ．
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Fig. 7. A (1-2), A. kaempferi var. tanzawanaタンザワウマノスズクサ． B (2), A. kaenψiferi var. 

kaeinpferiオオハウマノスズクサ 1, distribution in Japan, 2, distribution in Kanagawa Prefecture. 
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4. シモパシラ Keiskeajaρonica MrQ.の1新品種

「神奈川県植物誌1988」編纂資料として集められたシモパシラ Keiskeajaρonica Mro.の

燃本のなかに花色淡紅色と記されているものが収納されており， 採集者の記憶も鮮明であ った

が標本では花色を確認できなかった。 その後， その近隣地区で別の採集者の写真を添えた根本

の提供を受けシモパシラ Keiskeajαρonicαの淡紅花品の分布が改めて確認された。 ここに

新品種として Keiskeajaρonica Mio. forma rubra KrGAWAウスベニシモパシラと命名，

記載する。和名は籾山泰一先生の命名に係る。

Keiskeαjaρonica Mio・formarubra KrGAWA, forma nov. 

Flores rubescentes. Cetera ut in typo. 

Norn. Jap. Usubeni-shimobashirα（Y. Momiyama, 1987) 

Hab. Honshyu, Pref. Kanagawa, Wada-toge (S. Mori, Aug. 18, 1982), Mt. Zinba (H. 

Okutsu, Oct. 4, 1987 typus in Herb. Kanagawa Pref. Mus.). Pref. Saitama, Okuchichibu 

Mitsumine CY. Ohta, Aug. 30, 1988). 

This new form is characteristic in its rose colour of the flower. They were colle-

cted in the area of Mt. Zinba and Mt. Mitsumine. 

おわりに

タンザワイケマがフオッサ ・マグ，ナ要素の植物て守あろう ことはその分布状況カ、ら容易にJ私定
で、きるが夕ンザワウマ／スズクサの分布型は特異的で

かな識別点を持ちながら 今まて－見過こ恭されてきたのは不思、議てやある。今回の発表は 「神奈川県

植物誌 1988」の原稿作成の検討過程で明らかになってきたものの－f;flである。その過程で高橋

秀男，大場達之両先生にたえず暖かいご指導を頂いた。また， 国立科学博物館，東京大学総合

研究資料館では標本の検討に多大のこー便宜を賜わった。皆様に厚 く感謝申し上げる。
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